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Yasuhiro IYE
1951年生。東京大学理学部物理学科卒。
ヘリウム液面電子系の研究で1979年に理学博士。物性研究所助手、米国ベル研究
所研究員、IBMワトソン研究所研究員を経て1985年東京大学物性研究所助教授、
1994年教授。2008〜2012年度所長。主な研究分野は低次元電子系の量子輸送。
この間、日本学術会議副会長、日本物理学会会長などを務めた。2015年9月に東京
大学を早期退職して日本学術振興会理事。

Masanori IYE
1949年生。東京大学理学部天文学科卒。
渦巻銀河の理論研究で1977年に理学博士。理学部助手、東京大学東京天文台助
教授を経て1993年国立天文台教授。すばる望遠鏡建設、レーザーガイド補償光学装置
を開発。2014年定年後はTMT計画日本代表として三鷹、ハワイ、カリフォルニアを行き
来している。仁科記念賞、東レ科学技術賞、紫綬褒章、日本学士院賞、国際光工学
会フェローなどを受賞。

司会：どのような子供時代を過ごされましたか。ご兄弟で科学の
道に進まれたきっかけは？
泰弘：父は出版業界の会社のサラリーマンでした。父自身も本好
きだったようで、我 も々希望すれば本は買ってもらえました。転勤
族でほぼ五年ごとに引越し。大阪から東京に転勤することになっ
たとき、兄は北野高校で三年になるところ、私は高校受験の直前
でした。私も北野高校を受験するはずだったのが、そういうわけ
で東京の戸山高校に入りました。別々の高校だったのは、ある意
味よかったのかもしれない。こんな名前なので、すぐバレてしまい
ますから（笑）。
正則：北野高校は旧制の府立一中。数学の授業に力を入れて
いて、私も当時は数学者になりたいな、と思っていました。
泰弘：私も数学は好きでしたが、高校三年生の夏にシドニー大学
での「国際夏の学校」に参加する機会を得ました。オーストラリア
の高校生が対象のイベントですが、国際色をつけるために英米に
加え日本からも高校生五人が参加できた。その年のテーマは素粒
子・原子核物理で、パノフスキーやダリッツという著名な物理学者
が高校生に講義する、すごく贅沢な体験で、これが物理を志す
きっかけになりました。会期中いい質問をした、ということで、最
後に賞品としてブリタニカ百科事典をもらってきました。
　東大の物理学科から大学院に進学するとき、超優秀な同級生
がいたので理論は敬遠したのと、手を動かすことが好きだったこと
もあって、実験の研究室を選びました。兄はわりと社交的だと思う
のですが、自分はちょっと人見知りするところがあるので（笑）、ひ
とりで最初から最後までできる物性の分野にしました。
正則：駒場は進学振り分けがあって、当時、天文学科は定員六
名。私は予想するに合格すれすれ。留年しても、ま、いいか、と
思って希望を出したら、通った。それが自分の一生を決めちゃっ

た。好きなことをやって給料がもらえている。よかったなあ、と思っ
ています。
司会：お互いの研究について、どのように考えておられますか。
正則：物性研の「お兄様」にお世話になりました、ってよく言われ
る（笑）。泰弘は学術行政とかいろんなところで活躍しているし。
それに私はチャラチャラしているけれど、弟は落ち着きがあるから

（笑）。
泰弘：いやいや。見知らぬ人に、この間お世話になって、と話し
かけられて、ああ、これは兄と間違えているなあ、ということがよく
あります。どうやって気まずくならないように相手に分からせるか、
悩みます（笑）。
正則：私の先輩で赤外線天文学の佐藤修二先生が、家兄弟で
はお兄さんより弟の方が天文学に役に立っているね、と（笑）。何
の話かと思ったら、先生が赤外線観測装置の開発をするなかで、
低温の温度を測るのに、泰弘が報告した温度センサーの技術を
使っているとのこと。兄貴はいい加減なことばかり言っているけれ
ど、弟の方はずっと役に立つ、って（笑）。
泰弘：物性の立場から言うと、天文って分かりやすいし、夢があっ
て魅力的なので、うらやましいんですよ。
司会：ご研究の歩みをお聞かせください。
泰弘：助手時代も含めると物性研に三分の一世紀。私は物性物
理のなかでも量子輸送という分野の研究をしてきたのですが、実
に面白い時代に物性に関われたなあ、と思うんです。量子ホール
効果、電子局在、高温超伝導、メゾスコピック系、など次から次
へと面白い物理が出てきたエキサイティングな時代。非常にささや
かだけれど、少しは貢献することもできた。幸せなときに居合わせ
たなあ、と思っています。
正則：天文もこの三、四十年で、世界が変わっちゃった。大学

天文学と物理学の世界で、それぞれ画期的な業績を上げてこられた、
家正則・家泰弘先生ご兄弟の夢の対談が、ついに実現！
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院の頃は望遠鏡に写真乾板をつけて、銀河の写真を撮って暗室
で現像していた。でも助手になった頃にはもう時代遅れ。CCDカ
メラ…皆さんがいま使っているデジカメ…これを液体窒素で冷やし
て感度を上げたら、20倍も暗いものが見えちゃう。でも日本は天気
があまりよくないし、街灯りから逃れられる真っ暗な空がない。そ
れで師匠の小平先生たちと海外に大きな望遠鏡を作ろう、と1984
年から7年間で50回勉強会を重ねて、すばる望遠鏡計画を立てま
した。四百億円ぐらいの予算要求でしたが、評判がよく1991年か
ら予算が付いてしまった。それからの十年間は馬車馬のように働
いて、研究が全くできなくなった。
泰弘：巨大な実験施設を建設するときは、ほぼ十年間全く論文
が書けない。でもその段階を超えなければ次のステップに行けな
い。やり遂げたのは、私から見てもすごいと思う。
正則：僕らは理学部ですが、望遠鏡を作るにあたりメーカーの技
術者や工学部の先生と話をします。すると発想が違う。理学だと
何でも一番、世界一でないと、と思い込んでいる。でも工学の先
生方は、もう少し大人。手抜きができることは、三番でも五番でも
いい。大事なところは一番で、総合的に優勝すればいい。そうい
う、誤差配分みたいな考え方も面白かったですね。
　2002年頃には本格的に稼働したけれど、多くの先輩たちは定
年になられていた。私は使うチャンスが十年あった。遠い銀河の
観測をして、2006年には129億光年彼方の銀河を見つけて、ネイ
チャーに論文を出せた。五年間、世界記録だったんです。後輩
ともいい仕事ができ、いろんな賞も頂いた。巡り合わせがよかった
んです。でも、高いおもちゃを作って遊んでいるでしょう、と言われ
ることがあります。そのとおりかも（笑）。
　実際、望遠鏡は限界もすぐ見えてくる。もっと先を見るため
に、もっと大きいのが欲しくなる。もうひと回り大きなものを作ろうと、
2002年頃から三十メートルの望遠鏡の計画を考えました。二千億
円以上かかるので、最初にアメリカとカナダと組むことにし、それに
中国とインドが加わった。国際弁護士のチームと二百頁の合意書
を二、三年かけて作りました。2014年にTMT国際天文台という
非営利法人をアメリカに設立して、初代副議長になりました。
　ところが、反対運動が起こり起工式は妨害され、三年間、足
踏み状態です。ご存知のようにハワイは、ポリネシア系の人たち
の島。19世紀にアメリカの経済人が入って、いわばハワイ王国が
乗っ取られた。その復権運動の高まりで、一部の活動家が、マウ
ナケア山は先祖の墓もある自分たちの神聖な山と主張して新たな
望遠鏡の建設に反対しています。許可手続きにもハワイ州側の瑕
疵があり、いまは我慢して手続きのやり直しをしています。法的な
手続きが整ったら混乱なく工事再開できるよう、ハワイの市長や関
係者、支援者と何度も面会して協議しているところです。注1

泰弘：私がラッキーだったのは大学院時代に佐々木先生と小林
先生のもとでほんとうに自由にやらせてもらったこと。好運なことに、
博士課程を修了してすぐに物性研の助手に採用してもらった。そ
こでのボスの田沼先生も自由にやらせてくれた。先生の数々の名
言のなかでも、私が気に入っているのは「理論は人知を超えられ
ない」。つまり、実験の方が偉いんだ、というわけ（笑）。定義に
より。
　助手時代に、グラファイト（黒鉛）に関わる研究をしました。強
い磁場の中でのグラファイトの電子系が相転移を起こすという面白

い現象を見つけた。1980
年に箱根で強磁場関連の
国際会議があり、そこでこ
れを発表した。その会議に
は、当時まだポスドクだった
フォン・クリッツィングも参加し
ていて、プログラムには予定
されていなかった臨時のセッ
ションで、後に「量子ホール
効果」としてノーベル賞の対
象となる実験結果の最初の
報告をした。その時点では、
その重大な意義を正しく理
解できた人はいなかったので
はないかと思う。
　その会議にはMITの看板教授のミリー・ドレッセルハウス先生も
来られていて、我々のグラファイトの結果をとても面白い、と言って
くれた。ちょうどその頃、MITの強磁場施設に世界最大の新しい
磁場発生装置がもうすぐ完成する、ということだった。ドレッセルハ
ウス先生のおかげで、翌年の夏にMITの客員研究員にしてもらっ
て、できたばかりの強磁場発生装置の最初のユーザーにしてもらっ
た。幸いいい結果が出たので、施設側も強磁場実験施設の意義
がアピールできた、と喜んでくれた。
　MIT滞在中にベル研究所に講演に行ったのが縁で、翌年には
ベル研に移りました。ところが研究所の事情で雇用契約が二年で
打切りに。そんなときにデトロイトでの物理学会でグラファイトの話を
したら、会場に江崎玲於奈先生がおられた。講演後に、ちょっと、
ちょっと、と声をかけられて、「たいへん面白かったけれど、あなた、
いまどうしているの」と。事情を説明したら、それならIBMに来な
さい、と路頭に迷うところを拾ってもらった。応募していた物性研
の助教授に採用されて翌年帰国。いま思っても、ラッキーでした
ね。研究者も“To be in the right place at the right time”で、
本当にいいときにいいところに巡り合うというのが大事なこと。自分
の努力も必要だけれど、幸運に恵まれるのも大事だと思いました。
天文なんてねえ、天気ひとつで観測計画がおじゃんになるわけだ
から。
司会：共通のご趣味についてはいかがですか。
正則：何となく共通しているんですよ。音楽、スポーツ、ゲーム
…。何でも私が先にやって、すぐに追いつかれて追い越されてい
く。私の字があまりに汚いので、親が習字を習いに行かせた。で
も泰弘は、すごくきれいな字を書く。将棋を始めたら、すぐに負け
るようになったので、囲碁を始めたら、これも負けるようになった。
ギターも泰弘の方が腕がいいし、走るのも、テニスも、みんな負け
ちゃう。勝っているのは、厚かましさだけかな（笑）。
泰弘：そんなことはない。小さい頃から兄の後ろにくっついて遊ん
で、何でもまねっこしていた。やっぱり、長男って大変だろうな、と
思うんです。子供の頃は、よくけんかもしましたね。
正則：だいぶいじめたかな、よく覚えていないけれど。
司会：子供や一般の人に、科学に興味を持ってもらう取り組みも
なさっていますね。
正則：出前授業で小中学校に年に四、五校行きます。写真を見

幼年期、京都にいた頃。正則５歳、泰弘３歳

注1  本対談後の７月26日に公聴会の責任者からTMT建設許可の勧告が出たとのことです。
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せながら話をすると、子供たちは身を乗り出して聴いてくれる。先
生は子供の集中ぶりにびっくりする。
泰弘：子供は好奇心の塊で本質的に科学好き。物性研が2000
年に六本木から柏に移転した際に地元がすごく歓迎してくれた。
何か恩返しをと、小学生対象の夏休み科学教室を十年間やりまし
た。毎年テーマを変えて、自作の装置で実験をやる。保護者同
伴で二日間で五十人ぐらい来ますが、実はターゲットはお母さん。
お母さんが面白いと思ったら、自然に子供にも伝わる。女性研究
者を増やしたいのですが、もしかすると最大の障壁は親かも。親
が背中を押してくれれば、研究者を目指す女性がもっと増えると思
うんです。
　それから国際物理オリンピックという、高校生のコンテストがあ

ります。2022年には日本で開催することになっていて、私が実行
委員長を仰せつかっています。代表選手は各国五人。日本では
二千人ぐらいが一次に応募します。代表選手たちはむちゃくちゃで
きますよ。スポーツのオリンピックもいいけれど、学問のオリンピック
ももっと知られていい。盛り上げる方策を考えているところです。
司会：唐突ですが、先生方が宇宙人に会えたら聞いてみたいこ
とは何ですか。
泰弘：コミュニケーションがとれるとしての話ですが、「あんたたち
の数学は、我々のと同じ？」ということかな。
正則：人類がラジオ放送を始めたのは1920年。だからラジオ電
波はまだ百光年しか行っていない。そのなかに宇宙文明があって
地球を観察していたら、おお、人類がついにラジオ放送をできるま
で成長したんだな、と気づいているかも（笑）。でも宇宙の年齢は
138億年。人類の文明はあと何年もつかな…。千年いや一万年
もっても、138億年から見ると一瞬です。他の文明にこんにちは、
と言っても、返事をもらう時間はない。
　三十メートル望遠鏡では系外惑星がたくさん見つかり、生命の
存在も分かる。そこに文明があったとき、人類はどうすべきか。国
連では、こういうときの対応基準などが議論されていない。もし宇
宙文明があれば、核戦争や環境破壊などの自滅リスクを乗り越え
た、発達して安定的な文明である可能性が高い。だとすると何を
やっても勝ち目はない。植民地化されるか、教育されるか。我々
はリフォームされる。それがいやなら明日から全地球的にTVやラ
ジオ放送を禁止しなくちゃ（笑）。昔は、冗談みたいでしたけれど、
数十年後には、実際にそういう事態が起きるかもしれない。
泰弘：そういう議論が、科学的な議論のまな板に載りつつある、
というところですね。

（9期：戸矢理衣奈、11期：大西信二、11期：坂下鈴鹿、
16期：上村直子、事務局：高梨直紘）

参加者：家というお名前は珍しいですよね。ルーツは？
正則：昔は個人情報という考え方がおおらかだったので、全国の
電話帳を使って、50件の電話番号を見つけ、見ず知らずの家さん
に片っ端から電話をかけて調べてみたことがあります。怪しまれた
し、電話代も数万円かかったかな。その結果、石川に2家系、福
井に1家系があり、その祖先はひとつではないかということが分かり
ました。「家家家系図」を作りましたよ。パスポートではヘボン式で

“IE”と書かされますが、筆記体で署名すると様にならないのでア
ルファベットを習ったときから“IYE”としています。
参加者：ご専門以外の分野で、特にご関心をお持ちの分野は？
正則：生命科学は関心というか、驚きですね。遺伝子とか脳とか、
あんなに複雑なものがどうしてできたのか…。
泰弘：学術振興会に移り、周囲には文転（文科系に転向）したんだ、
と言って、科学史や歴史、生命科学とかの本を読みあさっています。
昔から脳とかAIに興味があって、言語にもすごく興味がある。理学
部でなければ文学部だったかも。特に英米ノンセンス文学。だから
アリスのネタで、いつか書いてみたい注2、と思っていました。
　最近はEMPの影響で、哲学にも凝っています。著名な哲学者で

も、自然科学についての言説には、えっ、このレベル？、と思うこと
はありますね。自然科学系の最新流行の言葉を、中身を理解せず
に使っていたりする。その辺を痛烈に批判したのが、『「知」の欺
瞞』という本ですね。
正則：私はもうちょっと軽く、サイエンス・フィクションが好き。物理的
に考えると桁が違うよね？、とか、そういう突っ込みをしちゃう。
参加者：これから先の日本の科学に対して、どのようなイメージをお
持ちですか。
泰弘：相対的な地位は低下していくかな。中国の台頭はすごい。
しばらく前までは、欧米に留学した人たちを破格の待遇で呼び戻し
てラボを作らせてきた。いまはそこで育った研究者たちが、すごくい
い論文を書き始めている。でも中国は強いところは強いけれども、バ
ランスはよくないですね。日本はもう少し、人文社会系にがんばって
ほしいなと思います。
参加者：最後に、お二人のコラボのご計画は？（笑）。
正則・泰弘：人前で何かしたら、とうとうあの二人おかしくなった
か、って言われるんじゃないかな（笑）。

参加者とのディスカッション

ハワイ島キラウエア火山の火口にて。2003年12月

注2  泰弘先生は、物理科学誌『パリティ』に「アリスの量子力学」を連載（2004〜2005年）

■   EMPower Vol. 1614


